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数学科において育成を目指す資質・能力

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能
力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事
象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付
けるようにする。

(2) 数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの性質を見いだし統
合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現す
る力を養う。

(3) 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生
かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。

数学科の目標

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力、人間性等



「主体的・対話的で深い学び」に関する記述

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

１ 指導計画の作成に当たっては、次の事項に配慮するものとする。

(1) 単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育
成に向けて、数学的活動を通して、生徒の主体的・対話的で深い学びの実現
を図るようにすること。その際、数学的な見方・考え方を働かせながら、日
常の事象や社会の事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、問題を自立
的、協働的に解決し、学習の過程を振り返り、概念を形成するなどの学習の
充実を図ること。

学習指導要領（平成29年告示） 解説 数学編





数学科では、生徒自らが、問題の解決に向けて見
通しをもち、粘り強く取り組み、問題解決の過程
を振り返り、よりよく解決したり、新たな問いを
見いだしたりするなど

興味や関心をもたせる工夫や次の学習につ
なげるための工夫はあるか



数学科では、事象を数学的な表現を用いて論理的
に説明したり、よりよい考えや事柄の本質につい
て話し合い、よりよい考えに高めたり事柄の本質
を明らかにしたりするなど

子供同士の協働などから自己の考えを広げ
深めるような場面の設定はあるか？



数学科では、数学に関わる事象や、日常生活や社
会に関わる事象について、「数学的な見方・考え
方」を働かせ、数学的活動を通して、新しい概念
を形成したり、よりよい方法を見いだしたりする
など、新たな知識・技能を身に付けてそれらを統
合し、思考、態度が変容する



主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善と評価

○ 指導と評価の一体化を図るためには、生徒一人一人の学
習の成立を促すための評価という視点を一層重視すること
によって、教師が自らの指導のねらいに応じて授業の中で
の生徒の学びを振り返り学習や指導の改善に生かしていく
というサイクルが大切。

○ 特に、「主体的に学習に取り組む態度」の評価に当たっ
ては、「主体的・対話的で深い学びの 視点からの授業改
善を図る中で適切に評価できるようにしていくことが重要。
（授業改善の例）
・生徒が自らの理解の状況を振り返ることができるような発問の工夫
・自らの考えを記述したり話し合ったりする場面や他者との協働を通じて自らの考えを相対化
する場面を単元や題材などの内容のまとまりの中で設けたりする 等

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を通して各教科等における資
質・能力を確実に育成する上で、学習評価は重要な役割を担っている。



資質・能力を育成する学習過程の考え方



資質・能力を育成する学習過程の考え方



まとめ

見通しをもって、粘り強く取り組む力が身に付く授業に
授業改善の視点

どうすれば、見通しをもって取り組んだり、粘り強く考え
たりすることができるのだろうか。「主体的な学び」の視点

自分の学びを振り返り、次の学びや生活に生かす力を育む
授業に
授業改善の視点

どうすれば、振り返る内容を充実させ、次に生かせる気付
きに導くことができるだろうか。 「主体的な学び」の視点



まとめ
周りの人たちと共に考え、学び、新しい発見や豊かな発想が
生まれる授業に
授業改善の視点

どうすれば、グループ間の議論を深め、様々な視点で考えを深め
させられるだろうか。 「対話的な学び」の視点

一つ一つの知識がつながり、「分かった！」「おもしろい！」
と思える授業に
授業改善の視点

どうすれば、知識をつなげ深く理解したり、考えを形成したりで
きるだろうか。 「深い学び」の視点


